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6月4日から6月10日は、「歯と口の健
康週間」です。2年生と4年生は、学校歯
科医の北山先生から歯の磨き方につい
て教えていただきました。絵や模型を見て、
歯ブラシは鉛筆を持つようにすることや
細かく動かすこと、歯ブラシの交換時期
など、大事な知識を得ることができました。
そして、実際に染めだし液を歯に付けて、
磨き残しがあるところを確かめました。磨
いたつもりでも気が付かないものです。
これからの磨き方につながる良い機会
となりました。歯を大事にし、むし歯にな
らない生活を送ってほしいです。すでにむ
し歯のある人は、早めの治療をお勧めし
ます。

6年生の給食お助け隊

歯の磨き方を見直したよ

歯みがき名人になろう！！

学校歯科医・北山先生

磨き方のコツを伝授
染めだしを使って

令和6年度歯と口の健康週間 【標語】

歯を見せて
笑える今を 未来にも



海の学校・渋川青年の家
～ 5年生パワー爆発！！ ～

5年生は５月８日・９日の2日間、渋
川青年の家での「海の学校」に行って
きました。砂の芸術やカッター訓練、
地引網など、そこでしか体験できない
活動を楽しんできました。

五城小の友達と一緒に行って
きました。修学旅行も共にする
仲間です。カッター訓練は同じ
船に乗りました。息を合わせ、
自分達の力で海へ漕ぎだす貴重
な経験ができました。手にでき
たまめは、友達と気持ちをそろ
え、歯を食いしばって漕ぎ続け
た努力の証です。夜には貝殻の
フォトフレームづくりに挑戦。
海の学校の思い出の一つとして、
おみやげができました。

地引網で採ることのできた魚は、ほんの
わずかでした。船を使って網を仕掛け、多
くの人が網を引っ張った結果が、わずかな
釣果で終わりました。この事実に子どもた
ちは何を感じたのでしょうか。豊かな恵み
をもたらしている瀬戸内海への思いに変化
があったのでしょうか。



ネイチャーワークは、地図を頼りに子どもたち
だけでの冒険です。急な坂道に苦しんだり、虫の
出没に驚いたりしながら、目的地をめざしました。
途中でくたびれた友だちの水筒を持ってあげた子
や声をかけ続けて励ましていた子もいました。今
回は「みなみっ子」だけでの参加でした。他の学
校との交流がありませんでしたが、その分、友達
との関わりが深まったようです。

山での2日間は天候に恵
まれ、自然を満喫すること
ができました。学校を離れ
教室では経験できないこと
をたっぷり味わうことがで
きました。子どもたちの表
情には、やり切った満足感
であふれていました。自然
や仲間から、大事なことを
学んだ4年生は上学年とし
て、また一回り大きくなり
ました

代表児童を囲んで、火起こしをしました。
なかなか種火ができませんでしたが、友達
の声援を背に一生懸命取り組みました。見
事、火種ができ炎が出た時には歓声があが
りました。この火はランプにうつされ、一
泊二日の子どもたちの活躍を見守ってくれ
ました。

山の学校・少年自然の家
～ 初の宿泊学習！！ ～



御津南小の伝統、「和太鼓」の練習が始まって
います。6年生は、昨年度の3学期、先輩から伝統
の和太鼓を引き継ぎ、いよいよ自分たちの番だと
意気込んでいます。6月26日に田中みずほ先生に
来ていただき手ほどきを受ける予定です。

今では日常的に使用しているクロムブッ
ク。調べ学習はもちろんのこと、授業の中
での情報共有や発表資料の作成、係や委員
会など教科学習以外にも活用しています。
3年生以上の子どもたちは毎週末に持ち
帰っていますが、2学期からは毎日持ち帰
るようになります。今年度から利用してい
る「ミライシード」は学習活動の幅をおお
いに広げてくれそうです。家庭でも利用の
様子ご確認ください。

職員室前の廊下に、
制服や帽子落とし物
を入れたロッカーが
あります。持ち主が
現れるのを待ち続け
ています。まだまだ
使える物が届いてい
ます。

持ち物には名前を
書いておくことが大
事です。

落とし物に心当たりはありませんか

５、6年生は家庭科で調理実習をします。コロナ禍
の時期には実習が難しかったのですが、今では子ども
たちも楽しみにしています。学校で作ったものを家で
も挑戦しているようです。子どもたちも家族のために
腕を振るうのが嬉しいようです。

調理実習は楽しい！！

やご救出作戦決行！

今年も岡山県自然保護センターなどで活動を
されている橋本先生が来てくださいました。水
の生き物について学び、プール掃除の前に「や
ご」を救出しました。ミズカマキリやタイコウ
チ、コオイムシもいてびっくりしました。

どんどん使おうクロムブック

そろそろ梅雨の時期になりますが、水泳の授業も始まり、プールに子どもたちの歓声が響
き渡っています。暑さに負けず、のびのびチャレンジする姿が楽しみです。熱中症にも気を
つけます。


